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ストライク

投 球

・ ヽ
―――――
下

●者の食晨以上 にの葛さu^

`″

Oヽ
鴨手● フン

'('ン

ト以上で腑る

●u● ● ●
|●  ●イ●
●●●●●●

■●●●■

|:

|

"手 ' 
■
'マ
摯■複になれて立ち 咆●

2,授手百験蝠よ0●樹で矩蔭
`摯
れて,

れば0×です (前カマ●峯方でヽ■
'

ごしt｀ tツ ト 不工ω ● ット

殺手

「

 rol t,|。

併  |
伏態で 1秒以上 ,砂

Ц

^0南
 片,また

'■
手ヽボー,''保持●

●上●な ,h“
''ま
せん

競技場 (フ ,―ストビッ手●傘ずヽ )

(詞ましな五,0

つ

ラン●ングライン

ター́豪■ライ

,,,。

12,Ⅲ

ム ボームブレート

墨一フ″

抽
岬
「
｝
＝

毎2ホームデレー●

L



ジ●イフルスロービッチソフ トボール競技規貝1(2oO,)

t● 競技規則に記崚のないルー ,は  1財)1本 ンクトボール憾_‐湘定のオフインャルソフト
ボールルール (フ ァー

^ト
ビ′チとス●―ビッチ 以下

'ソ
協′● ルξいう)に摯拠する

1彙技場 j

l 本塁から外野,‐ ン′
=マ
の鐘離 , 男子oヽ Ⅲ以上

`,Ⅲ
以内 女子は 10Ⅲ以上0

1、以内とする その他尾閲臣離などは,ソ 鶴ルールに準しる

2 投球距離は 男女とも121,ぃ とする

, ホームクレートの後ろにメトライク‐ットを設
=す
る

0 打蓄用のホームブレー トの外に走著用の第ニホー
'ブ
レート でス●アリンタクレート,

を設薇し =塁^―メ,ち第■ホームブレートに|か o(走著用のラン‐ングラインを
うき 二塁と第ニホームクレートの中間に,タ ーン禁止ラインを,〈

i用 具J
l ボールは (財,1本 ′フトボール協会稚彙ジ |ィ フ,●

^●
―ビ′チ′′ ボヽール専用

球とする
2 奎晨ス′|イ タは禁上する
, 捕 ,は ヽ,● メント ■

^夕
 すoテ タター レガースを,用 してもよぃ

● II者 選著および 颯ヽオは ^′,メ ットを着用してもよい

「プレイヤー J
, 守備のブレイヤーは 男女とも,0人である
2 ■キストラクレイヤー (E2)を採用したテームユ 11人で攻撃を行う ■キ

^ト
ラ

ブレイヤーは 打撃た ,でなく他のプレイヤーと交代して,備にo(こ ともできる
(注〉DP′●―ル EHルールは 採用しない

, メターテングブレイャーでぁればエキ
^ト
ラフレイヤ も再出嬌できる

● ブレイヤーがた者になoた とき 撻腋上の電口て交代するときは 球書の了解を得て臨
時代走を出すヽとができる こつ臨時代走は 控えのプレイヤーだけでなくケームに出
ているプレイヤ ーでも

'ま
はないが そのプレイヤー′1皇 ttい るとき

`打
販がコぅて

せたときは そのブレイヤ ーはた者としてアゥトが■
=さ
れ ●分
"打
席につくことに

なる また 1イ =ン グ中に伺じブレイャー,| =度 臨時ド遠になることはできない
臨●I代走 , 本人が怪我をした場合をけさ臨時代走の交書は

“

められない

'試
 合 J
i  r式の試合は ,0である 鮮魚差による●―′●|タームは 採用しない
, 試郡 l始後 ●。,を過ぎた |●新しぃイ‐ンタにスらない ただし ,イ ■ングまでは
行 ,
3 時間用限のため7イ ■ングてきないと審判員がH断 したときは 予め

'次
のイ‐ングを

最lll回にするJ=通告しておく

`  1イ
‐シ/わ鴻点が ,hに達したら攻守交代とする ただし 6点 日を入れたlr著の

打点は十^●認あられる 0お 最終回は得点制腰を行わない
てお,ヽ 0イ ´′′●す●||●

^●
●、● `=■● ●

=、
●||“●●■■●●●略  ●●イ‐′′●

II● |● ●●,ォ ●



, アイ‐ング終了時または規定蒔聞
“

過後に同点の場合は ^ンチに入つているプレイヤ
ーの中からテームの代表 ,人ずつによる摘通を行い膀敗を決める
ただし 決膀崚はタイブレーカールールを採用する

i投 球」
1 技うは |1足を投手版にはれて立ち 8苗燿は投手崚の構輻よ,も 内側で地面に議れて
いること 〈前でも撤ろでもよい)
, 渋子は 身体の前価を打者に両け 東を片手または百手で持つて 1秒以JI'"以内允
●停11した後に 投球動作をおこきなければならない
, 投球は 打者の身長以上 身長の 21音以下の高さでアーテを描くよう●投げなければな
らない                                         (■ ,

■
=1 2 ,に

違反すると不正投球でボールデ′ドにな, 打者に
'ン
ボールがもえ

られる (走者は進里できな,,ただし この投球を打者が空振 |したときは,ト ライタ
で 打者が打oた ときは不,j投球が取,渭 され 試合は難 される

` 
投球ホ規定通 ,で ホームプレー ド●ストライク々′ヽし,辮下した場合は (少 しても
Itれていればよい,ス トライタと判定される
0 投千ホ 雄憩辿球を望むときは そのことを慮響

`‖
OJれば投なする必要はない

● 投球が地面に触れるJ^ト ライタ‐ットを通過したらボ ールデット●なる
7 補手は捕 F痛後方で構え 投球が,シ●|ウ ントした後て捕球するよう

`す
る

8 準備投球は ,分 11を傾たとし初回または投手交梼時 ,3球  それ以外は 1オとする

「打 撃 ]
1 ‖者,1投球を′

`レ
トしたり ,● ップ

`ッ
ト 01球を地面にたださ01て ^ウ

ンドさせ
る打法)をするとアウトになる
2 ツーストライタ機のファウル|て一′●は 打者アウトとなる
, 死球は認0ず ボールとなる

「走 塁 J
l 投球を,,者が打つが ホームブレー トに選する前 または,ン ′`ウンドする前にた者か
塁を離れると薩墨アウト●なる
, 打者が空機 |したとさ●雌籠

= 
走イをアウト

`し
ないて工の理に戻す ただし 隆里

アウトに優先される
3 査壼は なめられない
● 走書●守綺者との衝実を避 iるためスライデングをしてもよい

0 キ蝸者は 走著tのコ実を避けるよう
`努
あ た者のために0の

'1面

の半分以上を空け
ておかなければならない
。 走
=が
綺点しようとするとき, ラン‐ングラインに沿‐て遠, 第

'ホ
ームブレート

(ス ‐アリングブレート)に触れなければならない ,タ ーン崇■ラインを越えたた者
は三坐に戻ることができな,

, た者の第■ホームブレー |^め敏里よりた ● I′|IIIがわ者ル ,ボームブレートJI(′
トライタ■ットを含む〕で球を確保すれば 走者はアウトになる リターン兼止ライン
を越えたた者に薇移タッチしてヽアウト●はならなぃ

` tイ
かツターン繋

`t,イ
ンを越えた後でJ理に

“

ろうとして,1びラインを越えるとた
者はただちにアウトになる また 造者が間違oて打者用のホースプレート

`触
れた場

合もた者はアウトになる
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A衝

運動場

O ttl■ ltlに一テインカし入
更衣 シヤワー 医:壇等 )
0,所 棟 (公衆使所)
0倉康 :東 (陸上邊技公認■品等)
0本 339薇 (gi臭:l 放壼

"O使所碑 ∝豪 シャウー3む
'0駐車場 (お 1 ■2に 3)

◎ 駐輪場 (白転面 ′ヽイク苺用)
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